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➢ 本資料では、JAXAがこうのとり（HTV）を用いて行ってきた生鮮食品の国際宇宙ス
テーション（ISS）への搭載事業の概要をご説明いたします。

➢ 今回のRFI（意見募集）では、JAXAで行ってきた従来の事業にとらわれない新たな発
想を期待しております。このため、RFIにあたっては、本資料での説明の枠にとらわれ
るのではなく、皆様ならではの事業モデルの発想にお役立ていただければ幸いです。

本資料のねらい

© 2022 JAXA
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2．成果のまとめ



こうのとり6号機（HTV6）：2016年12月9日打上

こうのとり7号機（HTV7）：2018年9月23日打上

１．HTV9までの活動概要

玉ねぎ：北海道 温州みかん：愛媛

県

温州みかん：佐賀

県

パプリカ：宮城県 シャインマスカッ

ト：岡山県

＜生鮮食品搭載実績＞

玉ねぎ：北海道 りんご（ふじ）：青

森県

りんご(秋映)：茨城

県

温州みかん：大阪府 温州みかん：佐賀県 温州みかん：愛媛県 レモン：愛媛県
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こうのとり8号機（HTV8）：2019年9月25日打上

こうのとり9号機（HTV9）：2020年5月21日打上

玉ねぎ：北海道 温州みかん：佐賀

県

温州みかん：愛媛

県

パプリカ：宮城県 シャインマスカッ

ト：岡山県

オーロラブラッ

ク：岡山県

温州みかん：佐賀県 パプリカ：宮城県 レモン：愛媛県 キウイフルーツ：群

馬県

河内晩柑：愛媛県 清見：愛媛県

＜生鮮食品搭載実績＞

１．HTV9までの活動概要
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１．HTV9までの活動概要
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JAXA運用
開始前

• NASA、ロシアは、国際宇宙ステーション（ISS）における宇宙食供給の基準文書である「ISS FOOD PLAN」に則り、ISS輸送
機にて生鮮食品を搭載してきた。

JAXA検討
開始

• 2012年にJAXAによる生鮮食品の搭載に係る技術検討を実施。

技術実証
的な搭載

• 2015年ISSに長期滞在する油井宇宙飛行士（インクリメント44/45）の滞在時にHTV5が打ち上がることから、生鮮食品の搭載
が再度検討され、実際に搭載された。

本格運用
の開始

• 2016年12月打ち上げのHTV6より、本格的な運用を開始した。（目標の設定、技術要件の設定、搭載プロセスの確立）

→ 次頁以降参照

＜これまでの流れ＞



１．HTV9までの活動概要

＜HTV６以降の活動について＞
➢ 目標の設定

✓ ISS搭乗クルーのHBP(Human Behavior and Performance)の向上
✓ ISSプログラムに多くの団体等を巻き込むことにより、有人宇宙活動に係るオールジャパン体制の構
築に寄与（ISS/宇宙飛行士の活動を多くの人に身近な存在として認識してもらう）

✓ HTVプレゼンス向上（HTVならでは可能な生鮮食品等の輸送を通じてHTVの価値向上を狙う）

© 2022 JAXA



１．HTV9までの活動概要

＜HTV６以降の活動について＞
➢ 技術要件の設定（※正確な数値基準等は「HTV-Xによる生鮮食品輸送を活用した事業モデルに係る意見
募集」のWEBページ別紙1をご参照ください。）

評価項目 評価基準

調理性 調理せずに食べれるか

保存性 常温で4週間以上の保存できるか

衛生性 菌の数が基準（10,000CFU／g）以下か

安全性 種子を食べる食品でないか
果汁が飛び散らないか
アレルギー等の表示対象食品でないか

食品残渣 きれいに食べきれるか

搭載量の制約 極端に重かったり、大きかったりしないか



＜情報提供～搭載までのプロセス＞

情報収集
データベースの作成
／維持

打上げ時期に
調達可能な生鮮食品
の識別

技術的要件
の適合性確認
(保存試験含)

選定委員会にて搭載
候補食品から搭載品
を選定

JAXA宇宙飛行士健康管理G

JAXA内選定委員会

各都道府県

に対して

情報提供要請

次の観点を確認し、選定。
✓ 技術的要件への適合性確認結果の妥当性
✓ 搭載した場合の広報的・社会的インパクト

調達

種子島宇宙センター

除菌・検査・

梱包・搭載
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１．HTV9までの活動概要

都道府県農林水産省担当者連絡協議会を介し、各都道府県から、生鮮食品の調達可能時期や、保存条件、生
鮮食品の特徴などの情報を提供頂き、それに基づき搭載食品を選定してきた。

次ページ参照

© 2022 JAXA



＜種子島宇宙センター内作業＞

１．HTV9までの活動概要

1.環境整備 2.受領 3.受領検査 4.選別作業 5.除菌作業 6.乾燥作業

7.生菌数検査 8.梱包 9.CTB梱包 10.寸法・重量検査 11.引渡し 12.HTV9へ搭載

作業時間：1日
数名

作業時間：1日
数名

作業時間：1日
数名

作業時間：1日
１名

作業時間：1日
数名

作業時間：1日
数名

© 2022 JAXA



１．HTV9までの活動概要

＜技術要件と搭載手順上の工夫＞

➢ 調達/輸送方法

✓ 追熟が可能なものについては未成熟のものを調達

✓ 房から切り離すことで保存性が向上するものは房からの切り離して輸送

➢包材

✓ 保存性を高める包材を使用

➢ 除菌方法

✓ 保存性を高める除菌方法を採用

※保存技術の詳細は、事業モデルを実現させる際に提供するものと想定しており、ここでの説明は控えさ
せていただきます。

＜結果＞

➢ HTV7でシャインマスカット・パプリカを初搭載（2018年9月23日打上）

➢ HTV8でオーロラブラック（ぶどう）を初搭載(2019年9月25日打上)

➢ HTV9でキウイフルーツを初搭載(2020年5月21日打上)
© 2022 JAXA



１．HTV9までの活動概要

＜広報活動＞

➢ 輸送後は、JAXAから搭載結果を公表しメディアなどに好意的に取り上げられた。
➢ 提供いただいた都道府県については、搭載事実の広報利用が可能であり、各県からプレスリリースが発出された。
➢ JAXAのYoutube動画は1万回前後の再生回数が多い中、当該再生回数は、HTV7：23万回、HTV8：4万回、HTV9：7万
回（2021年7月時点）と、生鮮食品という身近な存在を通じて多くの国民に広報・普及できた。

➢ 特に、HTV7で届けた生鮮食品は、風雨被災地産であったため、軌道上の宇宙飛行士から提供した被災地へ感謝と祈
りのメッセージが発信され、宇宙と地上（生産者等）との一体感も生まれた。

HTV6 HTV7 HTV８ HTV9

Youtube（JAXA） なし 〇（23万回再生） 〇（4万回再生） 〇（7万回再生）

JAXAからの
プレスリリース

なし（ただし、HTV打上げ前記者説

明の機会に説明・試食会を実施）
〇 〇 〇

その他メディアなど

毎日新聞,信濃毎日新聞,日
本経済新聞,YOMIURI 

ONLINE ,読売新聞,日本農
業新聞,産経新聞（大阪）,大
阪日日新聞 ,共同通
信,NHK,茨城新聞,北海道
新聞,朝日新聞,佐賀新聞,報
道ステーション,めざましテレ
ビ,あさチャン！

東京新聞,日本経済新聞,共
同通信社,時事通信社,山陽
新聞digital,佐賀新聞Live,

中国新聞,山陽新聞,河北新
報,GIZMODO,山陽新聞,朝
日新聞,毎日新聞

日本農業新聞,Sorae,FLｙ
Team,山陽新聞digital,日本
経済新聞 地方経済面 九
州,朝日新聞,Ｎスタ

YAHOO!JAPANニュー
ス,FLｙTeam,朝日新聞,佐
賀新聞LiVE,読売新聞,毎日
新聞,グッド！モーニング
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佐賀県殿プレスリリース（佐賀県HPより） 群馬県殿プレスリリース（群馬県HPより）

【参考】HTV-9における各県のプレスリリース/報道の状況
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【参考】HTV-9における各県のプレスリリース/報道の状況
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【参考】HTV-9における各県のプレスリリース/報道の状況
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＜実際に届いた生鮮食品の様子＞

© 2022 JAXA/NASA

１．HTV9までの活動概要



2．成果のまとめ
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＜総評＞

➢ 日本から生鮮食品をLEOに輸送する事業を実施することにより、次の知見・技術等を
獲得した。

✓ 生鮮食品をLEOに確実に常温輸送するための技術要件と搭載手順を確立するこ
とができた。

⇒他国より届く生鮮食品では腐敗しているものが含まれる一方で全数無事に輸送。
また、シャインマスカットなど日本ならではの食品を提供。

✓ 「生鮮食品の宇宙輸送」というコンテンツが、これまで宇宙に関係してこなかった人
や事業者等を含め多くの人を宇宙に繋げるのに有効であることを証明した。

⇒都道府県、大学、研究機関など非宇宙団体を多く巻き込むことに成功。

✓ 宇宙生活を快適に送るうえで生鮮食品は必要不可欠であることを確認した。

⇒搭乗クルーに求めた感想では常に好反応で感謝の言葉が添えられた。


